
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮想プロジェクト②「アイデア発想方法」 
 

平成２７年１０月２７日（火）、一般社団法人日本経営協会の加藤

奈穂子氏を講師に迎え、「アイデア発想方法 ～チーム協働力を養う

～」の講義を受けました。 

講義の前半では、マーケティングの基礎（マーケティングの定義や

その目指すところ）について学び、「マーケティングとはメッセージ

の伝達」であり、「お客様にとっての利益や価値を考えること」であ

ると学びました。それを踏まえて後半では、今年の仮想プロジェクト

の課題である「恐竜を活用したビジネスプラン」をテーマに、「ブレ

ーンストーミング」や「カードシャッフル」等の手法を交えながらアイデア先行の企画立案について学びました。 

班ごとに行ったアイデア発想のワークでは、質より量が重要で、

何でもありで考えることを実践し、更には、出てきた考えの組み合

わせを変えるだけで、新しいユニークなアイデアが生み出されるこ

との面白さを体験しました。 

講義の終了時には、各班が、本日のアイデアから導き出した “コ

ンセプト”を発表しました。このコンセプトに基づき、アイデアを

膨らませてどんどん練り上げ、２月のプレゼンテーションに繋げて

いくことになります。       （担当：小谷・田村・西） 

 

仮想プロジェクト③「マーケティング」 

 平成２７年１１月１０日（火）、前回に引き続き一般社団法人日本経営

協会の加藤奈穂子氏による「マーケティング データ分析の手法と戦略

の立て方」の講義が行われました。 

 今回は、今年の仮想プロジェクトのテーマ「恐竜」について、クロス

ＳＷＯＴ分析により４つの視点から考えたアイデアの中身を具体化し深

めていき、１つの企画の概

略を作り上げる作業をグル

ープで行いました。 

 講義の最後に、各グループの企画の概略を発表し、加藤講師から、そ

の企画をさらに具現化するためのヒントをいただきました。 

 来年の２月のプレゼンテーション実践に向けて、グループで協働して

ワクワクするような企画を作り上げていきます。  （担当：高倉） 
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ふくい女性ネットとは… 

県内の企業、事業所、団体等で活躍中の女性が、 

相互交流、自己研鑽、企業等における女性の活躍促進を目的として、 

講演会や交流事業、情報発信事業に取り組んでいます。 

http://pref.fukui.lg.jp/doc/danken/f-net.html 

女性リーダー育成プログラム「未来きらりプログラム」は後半に入り、これまで学んだスキルを活かしな

がら「仮想プロジェクト」が成功するようにと各班が熱い取り込みを行っています。 

今回は、「プロジェクトの取り組み」と「女子学生との交流会」の様子をレポートします。 

 

アイデア発想の手法を実践中のメンバー 



女子学生のためのキャリアカフェ 

 

 平成２７年１２月１日（火）福井大学にて、就職活動前の２～３

年生の女子大生と交流会を行いました。 

 女子大生からは、「学生のうちにやっておくとよいことはあるか」

「家庭や子育ての両立はどのようにしているか」などの質問があり、

参加したメンバーから自分の経験談や職場の選び方などを話しま

した。今後の就職活動のヒントにしてもらいたいと思います。        

                       （担当：森岡） 

 

 

仮想プロジェクト④「プレゼンテーション技術」 

 

平成２７年１２月１５日（火）、前回に引き続き講師に一社団法

人日本経営協会の加藤奈穂子氏をお迎えし、企画の基本ストーリ

ー、論理的な内容・構成、効果的な表現について学びました。 

 １１月の講義でマーケティングの基礎を学び、各班ごとにＳＷ

ＯＴ分析やクロスＳＷＯＴ分析でたくさんのＰＬＡＮ・ＤＯのア

イディアを出しをして今回の講義に臨みました。各班の企画内容

の概略を発表し、加藤講師からコンセプトに共感性、希少性があ

るか、企画にストーリーがあるか、企画ボディが論理的組立でロ

ジックツリーになっているかなど多くのヒントを頂きまいた。そ

して、聞き手に誠意が伝わる態度や声についても全員で実践練習

しました。 

 ～プレゼンテーションに重要なこととして～           

① 内容がわかりやすいこと 

② プレゼンテーションに好感・信頼感があること 

③ 熱意をしっかり持つこと 

 これらを再確認し、約１ケ月という短い時間の中、各班で企画

を練り上げて、次回１月の講義に臨みたいと思います。 

（担当：坂井・幸谷）    

 

 

 

 

 

－編集後記－ 各班ごとに仮想プロジェクトの企画内容が定まり、１月のプレゼンテーション実践、そして２月の発表に向けて、

メンバー同士で協力しながら企画を練りあげています。どんなプロジェクトが出てくるか、発表が楽しみです！ （担当：遠矢） 

ふくい女性ネット（第８期）参加企業 ： ふくい女性ネットの趣旨にご賛同いただいた企業 

株式会社アイビックス 

株式会社エイチアンドエフ 

株式会社米五 

株式会社信越マグネット 

日本商運株式会社 

福井県庁 

株式会社福井新聞社 

株式会社 PLANT 

 

株式会社アスワ村田製作所 

太田木材株式会社 

坂井市 

社会福祉法人新清会 

株式会社ネスティ 

福井県民生活協同組合 

国立大学法人福井大学 

北陸電力株式会社福井支店 

マイランＥＰＤ合同会社勝山事業所 

株式会社大津屋 

鯖江市 

株式会社 SHINDO 

福井県国民健康保険団体連合会 

福井商工会議所 

福井経編興業株式会社 

社会福祉法人町屋福祉会 

アンジュール株式会社 

株式会社キタジマ 

株式会社ジャルダン 

第一織物株式会社 

福井赤十字病院 

学校法人 福井仁愛学園 

福井鋲螺株式会社 

松文産業株式会社   （３２社 ５０音順） 

 

 

メンバー同士で実践練習 

一生懸命にメンバーの話を聴く学生たち 


